
ハードハードハードハード

ソフトソフトソフトソフト

ハートハートハートハート
づくりづくりづくりづくり

短期（すぐにでも）短期（すぐにでも）短期（すぐにでも）短期（すぐにでも） 中期（５年程度）中期（５年程度）中期（５年程度）中期（５年程度） 長期長期長期長期（１０年程度）（１０年程度）（１０年程度）（１０年程度）

第４回えべつ未来市民会議第４回えべつ未来市民会議第４回えべつ未来市民会議第４回えべつ未来市民会議 「高齢化・市民活動部会」（平成「高齢化・市民活動部会」（平成「高齢化・市民活動部会」（平成「高齢化・市民活動部会」（平成24.4.1824.4.1824.4.1824.4.18））））

市民活動
（コミュニティ）

自治会などの市民活

動が周知されていな

い

自治会の会費、排雪

費を払わないという

課題への対応

除雪がきれいな地域

の表彰制度

老人家庭に於ける日常生

活での不便さ、その改良

希望等の情報募集を行い、

・公的資金利用のPR

・優良業務の紹介等を行

うような仕事

障がい者 福祉

健康診断の結果、お
薬手帳の結果等
データベース化し、
予防医療に活かす
(検診の補助等含め)

デイの送迎バスを利
用し、学校の空き教
室を使用し、みんな
が集える環境を整備
し、学校給食を提供
する

元気なお年寄

女性自治会長、婦人

部の人材がおらず女

性の声が自治会に反

映されにくい

自治会の役員のなり

手がおらず、また若

手が自治会に入りに

くい

自治会での個人情報

の取り扱いの難しさ若い世代との交流が

必要

「愛のふれあい交流

事業（社協）」が地

域の親睦に繋がって

いる

「ときめいく」のよ

うに障がい者が活躍

できる場の確保が必

要

老人クラブの超高齢

化対策

障がい者介護の充実

何かしたい人が気軽

に集まれるコミュニ

ティ広場の整備

介護予防のためのま

ちぐるみの健康増進

（医療費削減）必要

独居老人の見守りを

自治会でどう対応し

ていくか

年寄りが生活してい
く上での利便性を維
持するための対策が
必要

単身高齢者が集まり、

助け合える場づくり

単身高齢者介護の充

実

高齢者への学校給食

の提供
学校の空き教室を利

用した高齢者が学べ

る場所の整備高齢者が活躍できる
(働ける)場づくり

単身高齢者介護の充

実

高齢者が活躍する街
（介護保険料が安い
街）

年をとっても一人で

生活できるまちづく

り

地区単位や市全体で

取り組むイルミネー

ションやアイスキャ

ンドル

若い人の意見・力の

活用

花を植える活動（学

校含む）

高齢者の会合等の活

動により街の活性化

に貢献している

高齢者団体の色々な
行事で市民が「交わ

る」ことが重要

高齢者クラブを通じ
てパワフルな高齢者
が交流していて心強
い

パークゴルフやゲー
トボールを通じたコ
ミュニケーション

サロンづくりの場所
としてシャッター街
を上手く活用

４大学連携のコー
ディネーターがいな
い

地域のサロンづくり
等が必要

学生を受け入れる受
け皿が必要

主婦の意見・力の活
用

高齢者の大学利用

大学の行事への市民
参加

個人情報保護の壁を
越えた自治会や民生
委員の活動

市民の１０人に１人
が学生という若い力

の活用

大学と地域の結びつ
きにおいて実効性の
ある政策提案が必要

若い人の意識の中で
我がまちという意識
が欠けているのが残
念

ミニスーパーの整備 買い物用の巡回バス
の運行

重度障がい児のため
の学校施設等の整備
が必要

重度障がいの子が市
内の学校へ通えるよ
うなバリアフリー化
が必要

障がい者施設等が身
近なところに多い

介護施設の整備、入
居基準の柔軟化

子ども世代を巻き込
むような活動、世代

がつながっていく活
動が必要

３地区別々な活動で
市全体のまとまりが

あまりない

3地区合同でイベン
トを行なえば一体感
が生まれ経費節減に
なる

新しい行事をやるに
しても自治会の活動

資金が不足

広報を充実させ自治
会に対する住民の意
識の向上を図る

子どもの医療体制
（産婦人科、小児科
等）の整備が必要

大麻、文京台地区か
ら市立病院へ通うた
めの運賃補助

個別診療科目をしっ
かり充実させること
が必要

他のまちへの医師派
遣を行うなど市立病
院が充実してきてい
る

往診診療の充実

福祉システムが充実
すると、反面コミュ
ニティが衰退するこ
とがある

お金以外の部分で協
働でするためのコ
ミュニケーションや
連携が必要

市民活動の子育て事
業に市の職員を研修
で活用

市民活動団体に人的

余裕がない

市民活動団体では優
秀なスタッフの報酬
を確保できない

市民活動団体と市の
若手職員が話し合う
場の設定が必要

市民活動団体で問題
を抱えているはずな
のに相談がない

市民ができないこと
を行政が補完すると
いう考え方が必要

市役所の仕組み、業

務に詳しい市民活動
のプロの育成

まちづくり支援事業
で他団体との出会い
の場の設定が必要

福祉事業を一つひと
つ確実に行うことが
必要

行政は市民ニーズを
把握するため市民と
一緒に考えることが
必要

行政は市民活動の現
場を知らな過ぎるが
必要

市にやってもらうの

が当たり前という市
民意識を変えること
が必要

「大麻団地まちづく
り指針」の具体化で、
市の指導的役割が必
要

道路、店舗、公園ト
イレのバリアフリー
化による障がい者へ
の配慮

道路、店舗、公園ト
イレのバリアフリー
化による高齢者への
配慮

高齢者と子どもが集
える環境整備

民間への売却

優秀な医師の確保

市立病院の医療機器
を当番制で市内開業
医へ貸し出し

周辺自治体から医療
機関利用のために江
別に来ている
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職場内保育園
の開設

地価を抑えて
若年層にも購
入しやすくす
る取り組みが
必要

待機児童の解
消

小中高大の連
携、中高一貫
校やコミュニ
ティ立学校な
どの設置

学校の早急な
耐震化

保育園の利用
時間の多様化

病児・病後保
育の充実

放課後の教育
環境の充実

札幌で実施し
ている保育マ
マの導入

医療費負担の
軽減

教育特区によ
る学力、ス
ポーツ、音楽
などで魅力的
な学校づくり

江別に住んで
もらうための
生活情報の発
信

働きながら子
どもを産んで
育てられる街

江別に住み始
めた人への江
別の地域情報
の発信

市内イベント
等の積極的な
周知

市長ブログな
どによる政策
の発信

江別を知って
もらい遊びに
来てもらうた
めの情報発信

イベント、公
共施設、大学
開放などの情
報の共有・
ネットワーク
化

「江別」のブ
ランドイメー
ジをつくり、
そのイメージ
を発信

転入者へ江別
居住の理由を
調査し、江別
の長所を探る

新聞、テレビ
でのＰＲ

フェイスブッ
ク、ツイッ
ターでのＰＲ

学校開放の利
用窓口のＰＲ

消防のレス
キューマンに
よるＰＲ

学校の統廃合
は子どもが困
らないように
配慮

イベントの実
施予定をごみ
収集カレン
ダーに記載

安全・安心な
まちづくりを
進め、江別の
「安全」をＰ
Ｒ

子どもが安全
に遊べるよう
な公園の防犯
対策

公共施設の耐
震化などを公
表し、江別の
安全性をア
ピール

子どもをいっ
ぱい産んで育
てたいと思え
るような街に

共稼ぎの世帯
でもきちんと
子育てできる
支援施設の増
設

学生街特区と
いうのがあっ
てもよいので
はないか

安全・安心を
テーマにした
シティプロ
モートの実施

河川防災ス
テーションの
ネーミングを
全国に募集し
江別をＰＲ

大麻地区の高
齢化対策

天気予報の気
温が低く表示
されるため観
測地点を移動

情報発信源に
情報図書館を
活用

ママさんの
ネットワーク
を市が情報発
信に活用

環境重視のま
ちづくりを進
め、エコのイ
メージを発信

えべチュンの
歴史をれんが
の歴史にあわ
せてつくり江
別をＰＲ

特認校である
野幌小学校の
特色を活用

進学校が必要

学校単独では
なく、いろい
ろな機能を
持った教育機
関の集積

往診診療の実
施（豊幌）

ミニＦＭ局の
開設

統廃合よりも
学校を中心と
したまちづく
りのネット
ワーク構築

市営住宅の改
修による空室
対策

市内のバスの
外装や停車ボ
タンの音など
でえべチュン
を活用

大麻地区の空
き家対策

老朽化した小
中学校の耐震
化、または建
て替えを検討
すべき

医療費助成の
年齢の拡大

大麻地区の空
き地、空き家

対策が必要

優秀な人材の
確保

札幌にない住
環境の良さを
さらに伸ばす

空き教室の有
効活用による
地域住民との
交流

子どもと定住
する場合の家
賃無料化

市内の公園そ
れぞれの特色
やトイレの様
子をまとめた
マップづくり

小中学生の優
れたスポーツ
芸術活動の情
報発信

土日の予防接

種の実施

知られていな
い海外の都市
との姉妹提携
による江別の
ＰＲ

独自の取り組
みで高校生の
市外流出を防
ぎ、市外から
呼び込む

まち全体で何
かに取り組み、
その取り組み
で江別をＰＲ

子どもの遊び
場の充実、火
が使える食事
場所の整備

認定こども園
の増設が必要

札幌郊外より
江別市の方が
住みやすいと
広報する

大麻地区が将
来消滅するの
でないかとい
う危機感が地
元にある

働いている母
親をフォロー
するような行
政の関わりが
重要

大学生はアル
バイト先がな
いため札幌に
住む

大麻地区の少
子高齢化対策
が必要

予防接種のよ
うな重要な情
報は自治会回
覧ではなく個
別に情報発信

小学校の統廃
合は江別駅周
辺の開発と同
時に一体的に
行うことが必
要

教師の指導力
の向上が必要

札幌市に住ん
でいるという

方が聞こえが
よい

子育て環境の
充実に向けて、
ただお金をつ
ぎ込むだけは
駄目

進学校が札幌
に劣るため、
札幌に行って
しまうと江別
に戻らない

婚活イベント
を開催し、結
婚した人に手
当を支給
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地区センター、公民館、
体育館などの施設は満
足度が高い

子どもの視点を取り入
れた行政サービス

住宅街の自然環境の保
全

大きな桜並木など今の
環境をさらに良いもの
にし住民交流の場に整
備

ごみの資源化、資源回
収が普及しており、リ
サイクル率が高い

身近に憩える場所が必
要

点在している文化施設
を連携し充実させる。

環境に徹底的にこだわ
る街

既存施設の再利用など
の有効活用

河川防災ステーション
を子育て支援の空間と
して環境学習に活用

施設設備にあたっての
市民意向の把握

ごみ焼却場の熱、下水
処理場のメタンガスを
利用

スポーツ振興による健
康管理で市の特色を

上水道、下水道料金が
高く、水質が悪い

江別高校の跡地の有効
活用

文化施設の終日利用の
ため、周辺で食事がで
きる環境整備

太陽光、風力、水力の

活用

環境先進都市の米国
ポートランドを参考に
したまちづくり

エネルギーの地産地消

文化施設の充実が必要

市役所が分散し、かつ
老朽化している

スポーツ施設の充実が
必要

業者のプラスチックリ
サイクルの徹底

市民会議意見の総合計
画への反映

行政を監視する市民会
議の設置

学生による環境学習ツ
アーのボランティアガ
イド

ホームページの充実

野幌森林公園を利用し
た環境学習ツアーの実
施

市民が積極的にまちづ
くりに参加できる市民
参加条例の制定が必要

「人が輝く共生のま
ち」というキャッチフ
レーズが分かりにくい

大麻中央公園や湯川公
園をホタル舞う里にし
自然環境都市をＰＲ

市民ニーズの多様化に
あわせた市役所の体制
整備が必要

職員が異動すると話が
つながらなくなるため、
引継をしっかりすべき

公園周辺の環境を保全
するルールづくり

ご当地マラソンを開催
し、市民全員で応援

江別の歴史を学び、子
どもたちに教える

吹奏楽を学校に定着さ
さるため専門の指導者
を配置（楽器の提供）

既存の公園の再整備に
よる街中自然の保全・
充実

ＰＭＦの誘致 やきもの市を盛り立て
る（セラミックアート
センターを利用）

有名人によるふるさと
納税（大泉 洋等）

市の税収アップ

経済基盤の強化のため、
重点分野の指針の明確
化が必要

各自治会長あてに総合

計画の必要な資料が必

要

雪のエネルギー活用

札幌より雪が多い

子育て支援、福祉サー
ビス等に繋がる経済力
のあるまちづくり

札幌に頼らない独自の
行政

泥炭土の活用

住民税の負担を軽くす
る

スポーツ振興会をつく
り、指導者を育成して、
各学校で指導

スポーツ振興のための
指導者の育成

北電サッカー場の「ノ
ルブリック北海道」を
市民が一丸となって応
援

江別の良い所を探そう

「江別マダム」など市
として一貫したイメー
ジづくり

きめ細やかな市民サー
ビスの実施

市役所のワンストップ
サービス

市街地開発の方向性の
検討には住民と行政の
コミュニケ—ションが

必要

市役所のどこが窓口な
のか不明確（たらいま

わし）

市役所窓口のワンス
トップ化が必要

都市と農村の調和のあ
るまち

児童・生徒の学力の向
上を目指すまち

屯田兵の歴史があるま
ちであることを知って
もらうことが必要

市役所の中で情報共有
がなされていない

文化行政が弱い ことなかれ主義の組織
風土の改善が必要

江別の自慢を言えるよ
うにする

芸術的な街をめざす

作業途中作業途中作業途中作業途中
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６丁目踏切あ
とのアンダー
パスの防犯対
策が必要

３番通の中央
分離帯が雪山
になって視界
が悪く大変危
険

マンションや
ビルなど頑丈
な建物と協定
を結んで避難
所として指定

備蓄資材の充
実

公園は雪捨て
場となるため
冬期間は別な
避難場所が必
要

マップに液状
化現象がおき
そうな場所を
記載

マップに食料
や毛布の備蓄
状況を記載

幹線道路の除
排雪（特に３
番通）

水害発生時の
現実的な避難
場所を記載
（公園避難は
非現実的）

浸水の可能性
が高い地域の
避難体制と避
難基準の明確
化

マップに建物
の耐震強度、
集中豪雨で浸
水する場所を
記載

地区の人口に
あわせた避難
所の設定が必
要

マップに活断
層の情報を記
載

子どもが安全
に遊べるよう
な公園の防犯
対策

防犯機能付き
街路灯の整備

冬期間の災害
に備えた避難
所の暖房とト
イレ

豊幌地区の洪
水対策の充実

要援護者へ防
災無線を整備

避難所の早急
な耐震化と現
在の安全性の
公表

小学校の空き
教室を利用し
た防災資材の
備蓄

高齢者に考慮
した避難所の
指定

災害時に自治
会等の団体へ
指示する組織
を市役所内に
設置

災害の危険度
に応じてサイ
レンの鳴らし
方を工夫

冬の災害に備
えた除排雪

災害時の支援
のため日常で
の地域内のコ
ミュニケー
ションが必要

生活道路のき
め細やかな除
排雪

歩行者のため
の歩道の除雪

除雪の時間帯
の配慮

高齢者の除雪
作業は非常に
大変

安心して冬道
を歩くための
生活道路、歩
道の除雪

雪の少ないう
ちからこまめ
な除雪が必要

歩道の両側の
除雪が必要

携帯等の不通
に備えた掲示
板などのアナ
ログな通信手
段の整備

個人情報の保
護のため要援
護者の情報が
不足

住んでいる地
域の防災情報
の周知、情報
の共有化が必
要

介護施設の避
難には地域住
民のサポート
が必要

災害発生時の
避難方法など
の手順の明確
化

中止できるの
か

市民の相談に
のってくれる
課はあるの
か？

水害、インフ
ルエンザ、竜
巻

警察との連携

冬に自転車に
乗っている高
齢者対策

市政だより充実
ＨＰ

整備の充実
マップづくりの充実 危機対策担当

消防署との連携 自転車道路の
整備
自転車道路の
活用の教育

一次救命の充
実

高齢者が除雪
している消火
栓の対策

ＡＥＤの設置

夕張で行って
いる大学生の
除雪の江別で
の実施

子どもの通学
時等の雪山が
危険

除 雪

作業途中作業途中作業途中作業途中
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第４回えべつ未来市民会議第４回えべつ未来市民会議第４回えべつ未来市民会議第４回えべつ未来市民会議 「まちづくり部会」（平成「まちづくり部会」（平成「まちづくり部会」（平成「まちづくり部会」（平成24.4.1824.4.1824.4.1824.4.18））））

道路、店舗、公園ト
イレのバリアフリー
化

野幌駅を降りたらレ
ンガの街並みがある

とよい

高齢者と子どもが一
緒に活動できる施設
の整備

江別、野幌、大麻の
地域ニーズにあわせ
たまちづくり

豊幌地区の位置づけ

学生が４年間地域と
かかわりながら楽し
く過ごせる街

街並み整備、まちづ

くりへの活用

市民１人１つれんが
を焼き、街並みに活
用

江別駅の改築

江別駅に市のコミュ
ニティ会場を設置

江別駅をデイサービ
ス、病院、託児所な
どの複合施設として
整備

野幌駅構内への店舗
誘致

野幌駅高架下、駅前
広場の活用

病院、保育所、大型
書店、大型駐車場の
整備・誘致

ギャラリーや休息ス
ペースなど人が集ま
る場所の整備

駅周辺は公共施設整
備よりも企業誘致が

必要

箱物ではない江別の
顔が必要

江別駅周辺にれんが
を使った商品などを
扱うやきもの街を整
備

江別駅前に地産地消
のレストラン街を整
備

農協が撤退する江別
駅周辺にスーパーが
必要

未整備となっている

生活道路の整備

道路にレンガを敷く
のは車椅子にとって
危険であり、無駄な
お金

駅に物産展や農作物
を販売できる場所が
必要

駅と直結する大型店
舗の誘致

江別駅前の活性化が
必要

商店街の入った集合
住宅を整備し、江別
駅と地下道で直結

江別駅周辺の開発は
一つひとつではなく
一体的な整備が必要

江別駅前の農協が撤
退すると買い物難民
がでるため対策が必

要

人を呼び込むための
サイクリングロード
の整備

レンタルサイクル、
サイクルシェアリン
グ、カーシェアリン
グの実施

市内循環バス、コ
ミュニティバスの整
備

路線の多様化、低床
バス導入の支援

自家用車を使わなく

てもいいまちづくり

歩行者も通行できる
全天候型サイクリン
グロードの整備

自転車で市内散策で
きるサイクリング
ロードの整備

買い物難民のための
無料バス

歩道を花で飾る

１００円でどこでも
乗れる循環バス

温泉施設や自動車学
校等の送迎バスの活
用

バス路線のあり方を
きちんと考えること
が必要 公共交通機関の充実

作業途中作業途中作業途中作業途中
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積極的な企業誘
致が必要

新しい工業団地
の検討

食品・農産物加
工など江別の産
業を活かす企業
の誘致

積極的な企業誘致
が必要

広い土地を活か
した集配センタ
ーの誘致

地域バランスを
考えた大型小売
店の誘致

工業団地の活性
化

生協の誘致を活か
した企業誘致

大学卒業後の雇
用の場づくり
(例：介護施設）

若い人が安心して
働ける街づくり子育て世代の人た

ちが短時間でも働
ける場所が必要

企業と学生の
マッチング 道の駅を整備し、

働く場をつくる

元気な高齢者が
働ける場づくり

市民が江別ブラ
ンドを理解して
市外へ販売

6次産業化により、
ブランド力、高付
加価値の商品開発

菊水ととんでん
ファームのコラ
ボなど既存資源
で高付加価値化

れんが、小麦、
野菜、チーズで
江別ピザを販売

江別スイーツ、
パン、江別ビー
ルのＰＲ

大学と農業、商
業、工業の連携
の推進

農業と産業、大
学が一体となっ
て、江別小麦な
どで町おこし

市が主体となった
営農指導体制

新規就農の支援、
法人化

新規就農を支援
する会の発足

農産物のブラン
ド化

巨大市場の札幌を
ターゲットにした
農作物

どんぐりで飼育
するイベリコ豚
の導入（どんぐ
りは植樹）

江別が誇れる産
業である農業を
大切にする

市内の食料自給率
を上げる取り組み

おいしく安い野
菜を活かし、農
産物直売所を増
やす

質のよい農産物
のＰＲ

農産物直売所のＰ
Ｒ

野菜直売所、体
験型農場のPR

農家民宿、農家
レストランによ
る地産地消

冬に出荷するため
の貯蔵庫を整備

輪作体制の構築
が必要

農産物の貯蔵など
への冷熱エネル
ギーの活用

泥炭を暖房に利用
したハウスによる
農業の通年化

作物の世話を請け
負うネットを利用
した首都圏向けの
貸し農園

学生向きの店
（飲み屋）が少
ない

商店街としての街
並みの回復

まちコンをやる
場所がない

シャッター通りを
逆手に取った有効
活用（おばけ屋敷
など）

野幌森林公園の豊
富な自然の活用

市民の買い物優
待制度

高齢化を見据え
た徒歩でも買い
物しやすい街

有名人の観光大
使任命による市
のＰＲ

中国などからの
フィルムコミッ
ションの誘致

廃校舎や民家の
宿泊利用既存の資源を組

み合わせた観光
パッケージ化

美味しい店の情
報などの観光
マップを作成し、
駅などに配置

平日の人口確保
のため魅力とな
る拠点を模索

いい意味でえこひ
いきできるまちづ
くり会社の設立

魅力的な街とす
るため箱物より
もソフト面の充
実が必要

石狩川の活用（雄
大な流れが眺めら
れる喫茶、カヌー
体験など）

野幌森林公園の木
の生えていない場
所へ市民参加によ
る植林

石狩川の川下り体
験や水運の歴史学
習

河川防災ステー
ションの活用
（親水空間、直
売所など）

野幌森林公園にお
ける野鳥の会の人
などによる案内ボ
ランティア

河川防災ステー
ションの道の駅
としての再整備

３つの河川を財
産として有効活
用

野幌森林公園の
活用

昔チョウザメが
いたことを活用

野幌森林公園の江
別側からのアプ
ローチ（大沢口）
の整備

市外の人気が高
い入浴施設の活
用

野幌森林公園の
フットパスの整備

シネコンの活用

道立運動公園の
活用

セラミックアー
トセンターの活
用（アクセスの
改善含めて）

セラミックアー
トセンターの民
間への売却

やきもの市や買
い物めぐりなど
のフットパス
コース

埋蔵文化財セン
ター、文京台小
学校の天文台、
四季の道の活用

北海道有形文化
財に指定された
土偶の活用

歴的施設の保全
活用

遊歩道などによ
る市内観光施設
のルート化

市内の観光資源
を巡る観光バス
ツアーの実施

農村地区の観光
活用(フットパス
など)

ホタルがみられ
る場所への標識
整備

野幌小学校の木
造校舎や自然の
活用

えべチュンの活
用

EBE-1グランプ
リとやきもの市の
同時開催

EBE-1や江別ブ
ランドを企業や
他市にとられな
い工夫

EBE-1を定例化
して江別産をＰＲ

月に２、３回市
内のどこかでや
きもの市をイベ
ントとして開催

やきもの市の開
催期間の延長

江別スイーツと
のコラボでやき
もの市に若者を
呼び込む

れんがを活用し
たイベントの開
催

スノーフェス
ティバルの魅力
向上

江別高校跡地の
イベント会場と
しての有効活用

江別の農産物を
使ったイベント
の開催

目玉となる新し
い取り組み

えべつ出身の有
名人を呼んだイ
ベントの開催

行政主導の道の
駅の整備

市営ライダーハ
ウスの整備

ヨットハーバーの
整備

ＪＲ防風林に宿
泊・自然体験施設
を整備

桜や紅葉する街路
樹を植樹し、食事
のできる場所に整
備

道の駅を整備し、
江別産の食事、
食材、えべチュ
ングッズを販売

鉄道林南側への連
続性のある桜の植
樹

湯川公園を道の駅
として整備し、野
菜や特産品などを
販売

野幌駅から原始林
まで行く道の整備

他市の人が訪れる
ような大型公園の
整備

老若男女が集ま
ることのできる
イベントや交流
の場、広場の設
置

防災ステーショ
ン近くに水遊び、
スケートのでき
る親水公園を整
備

人を呼べる大きな
イベントホールの
整備

大型ＳＣ（アウ
トレットモール
等）の誘致

大型イベントを開
催できるイベント
会場の整備

石狩との間で船を
運航し、船着場に
屋台村を整備

札幌競馬場の誘致

学生の視点による
観光プロジェクト
の立ち上げ

れんがを利用し
たデザイン性の
ある身近なもの
を商品化

れんが、ヤツメ
ウナギの活用

宿泊施設の整備

若い人を呼び込
むための産業・
企業が必要

農業の後継者対
策

市役所職員が江別
の街中で飲食しな
くなった

札幌近郊でありな
がら田園風景があ
る環境の活用

酪農公社の牛乳、
えぞ但馬牛の地
元消費

江別恵庭線に農
産物直売所を整
備

作業途中作業途中作業途中作業途中


